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第
66
回
鮫
川
村
成
人
式

新
成
人
57
人
が

大
人
の
仲
間
入
り

　

第
六
十
六
回
鮫
川
村
成
人
式
は
一

月
十
二
日
、
村
公
民
館
で
行
わ
れ
、

新
成
人
五
十
七
人
（
男
性
二
十
七

人
、
女
性
三
十
人
）
が
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
高

坂
和
樹
さ
ん
（
赤
坂
西
野
字
上
）
に

成
人
証
書
、
青
戸
可
奈
子
さ
ん
（
富

田
字
前
沼
）
に
記
念
品
が
大
樂
村
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
樂
村
長
が
「
大
き
な
夢
や
高
い

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る

さ
と
の
鮫
川
村
を
い
つ
ま
で
も
見

守
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ
た
あ
と
、
前
田
村
議
会
議
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
遠
藤

明
日
香
さ
ん
（
渡
瀬
字
木
之
根
）
が

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
自
覚
と
責

任
あ
る
社
会
人
に
な
る
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。
ま
た
、
生
方
一
真
さ
ん
（
赤

坂
中
野
字
道
少
田
）
、
飯
島
涼
香
さ

ん
（
赤
坂
中
野
字
東
前
田
）
、
鈴
木

美
穂
さ
ん
（
赤
坂
東
野
字
大
石
草
）

の
三
人
が
感
想
文
を
発
表
。
両
親
や

恩
師
、
友
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や

成
人
と
し
て
の
決
意
な
ど
を
話
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
奥
州
鮫
川
太
鼓
保

存
会
に
よ
る
祝
い
の
太
鼓
が
披
露
さ

れ
、
新
成
人
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
出
席
者
全
員
に

よ
る
記
念
撮
影
。
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
た
同
級
生
や
恩
師
と
写
真
撮
影
や

談
笑
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
会
場

に
は
新
成
人
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が

溢
れ
ま
し
た
。

１．出席者全員で記念撮
影。これが思い出の一枚
となる　２．恩師との再
会に、思い出話に花が咲
く　３．成人の門出を祝
う太鼓演奏　４．成人証
書と記念品を受ける高坂
和樹さん ( 写真右 ) と青
戸可奈子さん ( 写真左 )
５．同級生との再会を喜
び、写真撮影　６．誓い
のことばを述べる遠藤明
日香さん

I N T E R V I E W

　まだ「成人」になった
という実感はあまりあり
ませんが、成人式を迎え
ることができて、素直に
うれしいです。夢は大き
く持って、将来は自分の
会社をつくりたいと思い
ます。あとは、「酒飲み」
をしたいです。

　現在、大学で長距離を
やっているので、これか
らの目標としては、フル
マラソンの大会などに自
主的に出場して、好記録
を目指したいです。また、
自分の意志をしっかりと
持って行動したいと思い
ます。

　社会人として大人の仲
間入りをしたので、これか
ら仕事も生活面も一生懸
命取り組みたいです。ま
た、現在は実家で生活し
ているので、１度は親元を
離れて１人暮らしをして、
１人でもしっかりと生活で
きるようになりたいです。

　今日、成人式を迎えて
「大人」になれたという
意味では、とてもうれし
いです。成人になったの
で、これからは気持ちを
引き締めて、「しっかりし
なきゃ」という思いです。
普段から、落ち着きをもっ
て生活したいと思います。

夢は大きく、会社をつくりたい
水戸桂介さん　西山字押野

自分の意志をしっかり持って行動したい
矢吹潤平さん　赤坂中野字大塩

親元を離れて、一人暮らしをしてみたい
関根愛美さん　赤坂東野字戸草

落ち着きをもって生活したい
笹島千秋さん　青生野字姿平

Chiaki Sasazima

Manami Sekine

Zyunpei Yabuki

Keisuke Mito

１

４

５

２３

６

6




